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第103号（２面）2013年11月25日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





*******************************************************************








　●　日吉台地下壕の見学お世話様になりました。私は東京大空襲の最中、土浦航空隊より海軍省人事局に転勤した関係上、何度か司令部の地下壕に行きました。とても懐かしく思っておりましたので、期待して行きましたが、残念ながら何も残っておりませんでした。ただ本体の壕のみで、骸骨をみた思いで帰りました。（匿名）


　●　ずっと以前に見学したことのある沖縄の海軍壕と、日吉台地下壕とを比較してみると興味深いと思いました。日吉台が１９４４年８月15日から「連合艦隊司令部地下壕を作り始めた」のに対し、沖縄の旧海軍司令部壕は同年８月10日に着工され、同年12月に完成しています。海軍第２２６設営隊（山根部隊）の約３千名が設営にあたり、ほとんどの工事はつるはしなどを用いた手作業で行われた。小禄地区周辺にはこの他にも多数の防空壕が建設され多くの住民が動員されたが、海軍司令部壕は最高軍事機密であったため民間人は近付くことも許されず工事は軍隊の手のみによって行われた（ウィキペディアより）」ということで、二つの旧海軍地下壕について比較した文献があれば、調べてみたいと思いました。（川崎市　木下芳宣）


　●　丘をくりぬいて「海軍司令部」を設置する、これ自体すでに常軌を逸した発想ではないか。旗艦を失った「海軍」はすでに敗北しているのである。多大の費用と人員を使った地下壕は「軍事」という技術体系の堕落と愚かさの象徴であった。あらゆる軍事行動がそうであるように、「正義」という名の幻想を大義名分に行われた無駄遣いの「悪夢」を見た。二度とこんな夢は見たくない。（国領町　大土洋）


　●　話しには聞いていたが百聞は一見にしかず。国民が窮乏に耐えていた戦時中に金と時間と親方日の丸でこんなに巨大な蟻の巣を造っていた。どれほどのお金や人間が使われたことだろう。犠牲になった人も多かっただろう。こんな物を造ったってアメリカには筒抜け、戦力の挽回などにはなりはしなかったろうに。日本海軍の最後のあがきを見せられて、馬鹿なことをやったものだとまた考えさせられた。こういう政府の考え方は今も同じ。だから厄介で怖ろしい。本来なら国や都が行うべき事を民間の方々がご苦労されて保存して下さっている事に感動した。慶応大学も学徒出陣した学生たちの情報を詳細に調査記録するなどと共にこの遺跡を永久に保存する方向で運動すればいいのにと思った。日本の大学はこういう点遅れていると思う（上石原　鵜澤希伊子）


　●　想像以上に大規模だったのに驚いた。この巨大なトンネルを掘って出た膨大な土砂は近隣の集落や田畑の上に投げ出され、家屋が強制移動させられた上、農業がだめになった所も多かった。軍が民のためのものでないことはこれだけでも明らか。（布田　石川康子）


特定秘密保護法をかならず廃案へ！


　調布は大奮闘


　市民５人のよびかけで11月16日開かれた緊急学習会は「憲法ひろば」有志も含めて73名の参加者で溢れかえった。集会宣言を決議した後、「原発のない暮らし＠ちょうふ」「放射能から子どもの未来を守る会」「新婦人」などのみなさんの提案で18日から日比谷集会のある21日まで朝・昼・晩都合のつく限りチラシ撒き・シール投票・署名集約を行なうことにした。３日間の参加者はのべ２５５人。日比谷集会には少なくとも50人が参加した。
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「調布の図書館をもっと


もっとよくする会」代表





　図書館法の観点も入れて話していただきます。さまざまな観点から討論できるよう、討論時間を十分にとり、調布市原爆被爆者の会（調友会）の田邉俊三郎さんや丸本規雄さんにも参加いただいて語り合います。





２０１３年11月20日


　　　　第87回例会





参加費


300円








１月１１日（土）１７時～　ロングラン例会･新年会


　「小森陽一さんとともに情勢を語り新年を祝う」


　場所：あくろすホール　参加費300円＋1000円


２月　１日（土）１３時半～　お話：古橋研一さん


　「三多摩・調布に見る忠魂碑の建立と戦後の撤去」


３月２２日（土）１３時半～　ＤＶＤ上映とお話


　９条を抱きしめて、元米海兵隊員アレン･ネルソン　


　が語る戦争と平和／９条は核兵器より強いのです


　お話：嬉野京子さん　　場所：映像シアター
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校舎の壁に｢1934＝2594｣とのレリーフ


板が残る（西暦と皇紀による建設年）














